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2022年　
１
月
１
５
日
、令
和
４
年
度
田
島
祇
園
祭
お
党
屋
お
千
度
参
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
当
番
党
屋
は
上
町
上
側
、田
出
宇
賀
神
社
党
本
は
細
井
信
浩
さ
ん
、熊
野
神
社

党
本
は
星
周
平
さ
ん
で
す
。こ
の
日
は
党
屋
組
１
３
人
の
う
ち
１
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。自
宅
で
準
備
を
整
え
た
党
屋
ら
は
党
本
の
細
井
さ
ん
宅
へ
集
ま
り
ま
し
た
。笠
を
か

ぶ
り
、草
鞋
を
を
は
き
神
社
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　
党
屋
の
皆
さ
ん
は
、手
水
舎
の
水
で
手
を
清
め
何
度
も
お
参
り
し
ま
し
た
。宮
司
さ
ん

は
祝
詞
を
奏
上
し
、そ
の
間
何
度
も
手
水
舎
と
社
殿
の
間
を
往
復
し
ま
し
た
。党
屋
組

の
皆
さ
ん
は
、疫
病
が
鎮
ま
る
事
、祭
り
が
つ
つ
が
な
く
行
わ
れ
る
事
を
祈
り
な
が
ら
お

千
度
を
踏
み
ま
し
た
。

　
今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
大
杯
回
し
は
中
止
と
な
り
、社
殿
の

前
で
お
神
酒
を
い
た
だ
き
、お
千
度
参
り
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
田
出
宇
賀
神
社
党
本
の
細
井
さ
ん
は「
祭
の
す
べ
て
の
行
事
が
出
来
る
こ
と
を
願
っ

た
。１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
出
来
る
よ
う
に
準
備
し
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。熊
野

神
社
党
本
の
星
周
平
さ
ん
は「
祭
を
休
ん
で
３
年
目
。忘
れ
な
い
よ
う
に
、今
年
は
七
行

器
行
列
を
実
現
し
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

手水舎で手を清める

令
和
四
年
度 

田
島
祇
園
祭
年
初
め
の
行
事

御
党
屋
お
千
度
参
り

南会津町４地域より１５１人が参加した

　1月9日、南会津町消防団は出初式を行い、団員らは防
火への誓いを新たにしました。
　出初式は、町内4地域合同で行われました。役場前の式
では、星慶一団長が「消防団は住民の生命・財産を守る
火災予防活動を行わなければならない。感染予防を徹底
しながら行ってください。消防団である自覚と誇りをもって
活動してください。」と訓示しました。
　団員らはお祓いを行うため、分列行進で神社へ向かい
ました。

　毎年1月26日は文化財防火デーです。文化財防火デーは昭
和24年に世界最古の木造建造物である、法隆寺の壁画が焼
失したことがきっかけで、昭和30年に定められました。この防火
デーにちなんで各地で文化財防火訓練が行われています。
　1月23日、田島地域では静川地区の南泉寺で行われました。
檜沢地区消防団の金井沢、静川、針生の消防団の団員で、南
会津町消防団第1支団第2分団４，５，６部の団員の28人が参
加しました。
　防火水槽と寺前の水路から水を取り、消防車がリレーし放水
しました。消防団の消防車到着から放水までおよそ５分でした。
南泉寺の鐘楼門は福島県指定の重要文化遺財です。しだれ桜
とこの門が有名です。桜の時期には多くの人が訪れます。、数年
前から南泉寺の住職として寺を守っている柏倉康男さんは、マ
ナーを守って見てほしいとも話していました。

　今年、令和4年は田島地域では1月4日、丸山館で、西部
地域では1月5日、南郷総合センターで行われました。
　田島地域の新年町民交歓会は町と商工会が合同で主
催します。地区の区長、行政連絡員、商工業事業者など
およそ130人が出席しました。
　町内の事業者の皆さんは互いに新年の挨拶をかわしま
した。商工会青年部部長室井崇さんは「自分の農園のファ
ンを増やしたい」と抱負を述べました。商工会女性部部長
の岩渕百合さんは「個人的には昨年はシンデレラの舞台
に参加し、挑戦した」「今年は2022です！ニーニーと、皆さ
んと笑顔で事業を頑張っていきたい」と話してくれました。

南会津町消防団出初 文化財防火訓練

防火水槽からポンプで水をくみ上げリレーする

商工会青年部　
室井さん

社殿と手水舎を何度も往復する

お神酒をいただく

鐘楼門は1794年に建立された


